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青
年
部
総
会
へ
の

ご
参
加
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
今

回
は
特
に
さ
ま
ざ
ま

な
立
場
の
青
年
が
集

ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

目
線
か
ら
職
場
交
流

を
行
い
ま
し
た
。　

　

今
の
学
校
の
中
に

は
、
学
級
担
任
・
特

支
担
・
担
外
・
学
習

支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
・

Ｓ
Ｓ
Ｓ
・
Ｓ
Ｓ
Ｗ
な

ど
、
た
く
さ
ん
の
働

く
人
が
い
て
、
私
た

ち
は
〝
み
ん
な
〞
と

力
を
合
わ
せ
て
教
育

を
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、〝
み
ん
な
〞

で
ゆ
っ
く
り
話
し
合

う
時
間
は
な
く
、
慌

た
だ
し
く
毎
日
が
終

わ
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
今
回
の
学
習

は
、
組
合
と
は
何

か
？
大
阪
市
教
は
何

を
し
て
い
る
の
？
と

い
う
こ
と
を
学
び
直

し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
の
思
い
を
語
り
合

い
ま
し
た
。
組
合
活

動
は
み
な
さ
ん
の
権

利
で
す
。
組
合
で
は

み
な
さ
ん
の
悩
み
が

要
求
と
な
り
、
教
育

を
変
え
る
力
に
な
っ

て
い
き
ま
す
。
ま
た

み
な
さ
ん
と
語
り
合

え
る
の
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。
７
月

30
日
〜
31
日
に
は
毎

年
恒
例
マ
ル
か
じ
り

合
宿
を
計
画
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
ゆ
っ
く

り
語
り
合
い
ま
し
ょ

う
。

た
ん
ぽ
ぽ

　
　

 

だ
よ
り
７月７月

　

「
わ
た
し
が
組
合
に

入
ろ
う
と
思
っ
た
理

由
」（
前
号
の
続
き
）

　

③
も
っ
と
平
和
学
習

に
取
り
組
み
た
い
と
思

っ
た
か
ら
で
す
。
そ
の

き
っ
か
け
は
同
じ
学
年

の
先
生
が
戦
争
と
平
和

の
授
業
を
さ
れ
た
こ
と

が
大
き
く
影
響
し
て
い

　

大
阪
革
新
懇
「
緊
急

鼎
談
『
維
新
の
リ
ア
ル

と
公
共
の
再
生
を
！
」

（
７
月
１
日
）
で
白
井

聡
さ
ん
（
京
都
精
華

大
）
は
、
在
阪
Ｔ
Ｖ
局

が
応
援
団
と
な
り
「
吉

村
は
ん
、
よ
う
や
っ
と

る
！
」
と
モ
ン
ス
タ
ー

を
育
て
た
、
大
阪
の
コ

ロ
ナ
死
亡
全
国
１
位
は

報
道
さ
れ
ず
、
大
阪
か

ら
通
学
す
る
学
生
も
知

ら
ず
「
京
都
の
知
事
、

市
長
は
何
も
し
て
く
れ

な
い
」
と
語
っ
た
こ
と

を
紹
介
。
在
阪
Ｔ
Ｖ
局

が
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス

の
製
造
工
場
と
な
っ
て

い
る
。
国
産
ワ
ク
チ
ン

が
で
き
る
か
の
よ
う
に

言
い
、
多
額
の
補
助
金

が
創
薬
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

業
ア
ン
ジ
ェ
ス
の
借
金

補
填
に
使
わ
れ
た
こ
と

を
批
判
し
ま
し
た
。
既

得
権
益
を
打
破
し
た
の

で
は
な
く
、
付
け
替
え

た
だ
け
で
維
新
政
治
で

大
阪
の
不
動
産
業
・
建

設
業
は
利
益
を
上
げ

た
。
新
し
い
産
業
が
で

き
た
わ
け
で
は
な
い
こ

と
も
指
摘
し
ま
し
た
。

　

ネ
オ
リ
ベ
的
社
会
ダ

ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
（
適
者

生
存
、
勝
ち
組
・
負
け

組
、
新
自
由
主
義
の
競

争
主
義
）、
排
外
主
義
、

空
虚
な
国
家
主
義
（
大

軍
拡
の
主
張
）
は
維
新

が
発
明
し
た
も
の
で
は

な
い
。
大
衆
の
中
に
漂

っ
て
い
る「
価
値
観
」に

う
ま
く
働
き
か
け
た
。

日
本
の
戦
後
民
主
主
義

の
構
造
的
劣
化
の
現

れ
。
対
米
従
属
で
自
ら

の
運
命
を
決
め
る
エ
ー

ト
ス（
気
風
・
慣
習
）が

枯
渇
し
て
い
る
。「
や
っ

て
る
感
」の
政
治
で
維

新
は
成
功
し
て
い
る
。

　

「
希
望
は
ど
こ
に
あ

る
の
か
？
立
ち
上
が
る

地
方
政
治
家
」
と
し
て

東
京
杉
並
区
長
と
明
石

市
前
市
長
を
あ
げ
、
少

子
化
対
策
な
ど
「
結

果
」
を
出
す
こ
と
が
重

要
だ
と
し
ま
し
た
。

投
票
率
を
上
げ

女
性
議
員
多
数
当
選

　

内
田
聖
子
さ
ん
（
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
ア
ジ
ア
太
平

洋
資
料
セ
ン
タ
ー
共
同

代
表
、『
水
道
、
再
び

公
営
化
！
』
著
者
）

は
、「
杉
並
区
に
お
け

る
『
公
共
の
再
生
』
と

『
地
域
主
権
』
を
め
ざ

す
取
り
組
み
」
を
報
告

し
ま
し
た
。

　

区
長
に
当
選
し
た
岸

本
聡
子
の
「
７
つ
の
基

本
姿
勢
」
の
一
つ
「
区

立
施
設
と
区
の
職
員

は
、『
コ
ス
ト
』
で
は

な
く
、
杉
並
の
『
財

産
』
で
す
」
を
紹
介
。

「
職
員
の
削
減
、
会
計

年
度
任
用
職
員
の
増
加

（
85
％
が
女
性
）、
公

共
サ
ー
ビ
ス
の
民
間
委

託
が
進
ん
だ
過
去
20
年

の
区
政
に
対
し
、「
対

話
か
ら
始
ま
る
み
ん
な

の
杉
並
」
構
想
を
提

示
。〝
や
さ
し
い
熱
狂
、

楽
し
い
運
動
、
や
か
ま

し
く
な
い
ム
ー
ブ
メ
ン

ト
〞
で
投
票
率
を
上

げ
、
48
議
席
の
う
ち
女

性
が
24
人
、
上
位
４
人

は
す
べ
て
新
人
女
性
と

な
っ
た
23
年
４
月
の
杉

並
区
議
会
選
挙
の
結
果

を
示
し
ま
し
た
。

　

世
界
で
は
公
共
サ
ー

ビ
ス
の
民
営
化
に
抗

い
、（
再
）
公
営
化
が

進
ん
で
い
る
。
政
治
参

加
を
選
挙
に
よ
る
間
接

民
主
主
義
に
限
定
せ
ず

　

大
阪
市
会
本
会
議
が

６
月
９
日
開
か
れ
、
現

行
議
員
定
数
81
を
「
11

減
」
す
る
「
市
会
議
員

定
数
及
び
各
選
挙
区
選

出
数
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
案
」
が
、
維

新
・
公
明
・
自
民
に
よ

り
共
同
提
案
さ
れ
、
委

員
会
付
託
を
省
略
し
、

賛
成
多
数
で
可
決
し
ま

し
た
。
定
数
削
減
を
４

月
の
市
議
選
結
果
で
試

算
す
る
と
、
大
阪
維
新

が
有
権
者
比
25
％
の
得

票
で
議
席
の
６
割
以
上

を
占
め
ま
す
。
偽
り
の

「
身
を
切
る
改
革
」
で

民
主
主
義
を
破
壊
す
る

歴
史
的
暴
挙
で
す
。

　

大
軍
拡
法
、
改
定
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
法
、
改
悪

入
管
法
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
理

解
増
進
法
、
原
発
推
進

５
法
な
ど
悪
法
を
成
立

さ
せ
た
の
は
、
自
民

党
、
公
明
党
、
維
新
の

会
、
国
民
民
主
党
の

「
悪
政
４
党
連
合
」
で

す
が
、
改
憲
条
文
案
を

６
月
19
日
に
発
表
す
る

等
維
新
の
会
の
民
主
主

義
、
人
権
侵
害
は
目
に

余
り
ま
す
。

　

大
阪
市
教
は
大
阪
市

会
に
５
月
23
日
、「
市

民
の
代
表
で
あ
る
市
会

に
、
地
域
に
根
付
い
た

自
治
的
な
合
意
形
成
を

重
視
す
る
ミ
ュ
ニ
シ
パ

リ
ズ
ム
（
地
域
主
権
主

義
）。
公
共
財
（
コ
モ

ン
ズ
）
の
保
護
、
フ
ェ

ミ
ニ
ズ
ム
、
格
差
や
不

平
等
の
是
正
、
民
主
主

義
を
共
通
の
価
値
と
し

て
、
普
通
の
人
が
地
域

政
治
に
参
画
す
る
こ
と

で
市
民
と
し
て
力
を
取

り
戻
す
。

　

日
本
の
「
公
共
」
は

「
お
上
」＝
行
政
だ
が
、

お
ま
か
せ
で
は
な
く
、

行
政
が
や
る
こ
と
を
住

民
が
チ
ェ
ッ
ク
で
は
な

く
、
住
民
が
参
画
し
て

い
く
。
杉
並
の
区
政
の

中
で
議
論
し
て
い
る
の

は
、〝
ケ
ア
〞
と
い
う

重
要
な
営
み
―
ケ
ア
労

働
の
多
く
は
女
性
が
担

う
―
を
公
共
政
策
の
ど

真
ん
中
に
置
く
こ
と
。

　

冨
田
宏
治
関
西
学
院

大
学
教
授
は
、
維
新
政

治
の
三
つ
の
大
罪
、
熟

議
と
し
て
の
民
主
主
義

の
破
壊
、
く
ら
し
・
い

の
ち
・
教
育
の
破
壊
、

市
民
の
分
断
と
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
破
壊
を
上

げ
、「
公
共
」
の
意
味

の
転
換
、「
価
値
観
」

の
転
換
が
重
要
で
あ
る

と
ま
と
め
ま
し
た
。

議
員
を
減
ら
す
理
由
を

市
民
に
説
明
し
、
拙
速

な
市
会
議
員
の
定
数
削

減
を
行
わ
な
い
こ
と
を

求
め
る
陳
情
書
」
を
提

出
し
ま
し
た
。
①
議
員

を
減
ら
す
理
由
を
市
民

に
説
明
す
る
こ
と
、
②

こ
れ
ま
で
の
経
過
を
市

民
に
説
明
す
る
こ
と
、

③
他
市
と
の
比
較
、
市

民
に
判
断
材
料
を
提
供

す
る
こ
と
、
④
「
多
様

性
」
を
尊
重
し
慎
重
に

審
議
す
る
こ
と
、
⑤
拙

速
な
定
数
削
減
は
行
な

わ
な
い
こ
と
。

　

大
阪
市
を
よ
く
す
る

会
と
民
主
法
律
協
会
は

連
名
で
「
抗
議
声
明
」

を
発
表
し
ま
し
た
。

（
以
下
声
明
の
要
旨
）

〇
定
数
削
減
は
多
様
な

民
意
の
切
り
捨
て
で
あ

り
、
市
長
・
行
政
機
関

を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
議
会

の
役
割
を
形
骸
化
さ
せ

　

「
23
年
度
第
１
回
政

令
市
関
係
教
職
員
組
合

交
流
会
」
が
６
月
11
日

オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
わ

れ
、
札
幌
、
仙
台
、
埼

玉
、
横
浜
、
川
崎
、
静

岡
、
名
古
屋
、
京
都
、

大
阪
、
堺
、
広
島
、
北

九
州
、
福
岡
の
13
政
令

市
が
参
加
し
ま
し
た
。

「
教
員
未
配
置
」
問
題

で
は
「
８
月
以
降
に
産

育
休
の
代
替
教
員
が
見

つ
か
ら
な
い
」（
横

浜
）、「
新
年
度
は
８
人

の
未
配
置
が
あ
る
」

（
静
岡
）
な
ど
深
刻
な

実
態
が
語
ら
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
「
老
朽
化
し
た

プ
ー
ル
を
改
修
し
な

い
」（
広
島
）、「
学
区

を
解
体
し
て
小
中
学
校

を
統
廃
合
す
る
」（
名

古
屋
）
な
ど
、
教
育
予

算
の
削
減
が
子
ど
も
た

ち
の
教
育
環
境
を
悪
化

さ
せ
て
い
る
事
例
も
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、「『
子
の
看
護

休
暇
』
に
つ
い
て

『
孫
』
も
休
暇
対
象

に
」（
広
島
）、「
22
年

度
か
ら
小
中
学
校
で

『
35
人
以
下
』
学
級
の

実
現
」（
福
岡
）
な
ど

　

以
上
の
理
由
か
ら
組

合
に
加
入
し
た
い
と
思

い
ま
し
た
。
あ
ま
り
自

分
の
意
見
を
人
に
言
う

の
は
苦
手
で
、
い
ろ
い

ろ
な
仕
事
を
引
き
受
け

て
し
ま
っ
た
り
、
言
い

た
い
こ
と
を
言
え
ず
に

飲
み
込
ん
で
し
ま
っ
た

り
す
る
性
格
な
の
で
す

が
、
き
ち
ん
と
正
し
い

知
識
を
も
っ
て
、
正
し

く
訴
え
て
い
け
る
人
に

な
り
た
い
で
す
。
こ
れ

か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

ま
す
。
ま
た
、
時
事
問

題
に
つ
い
て
子
ど
も
た

ち
か
ら
の
意
見
を
聞
い

た
プ
リ
ン
ト
を
拝
見
し

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

は
し
っ
か
り
と
考
え
よ

う
と
し
て
い
る
の
に
、

自
分
は
何
も
し
て
い
な

い
こ
と
に
、
恥
ず
か
し

く
な
り
ま
し
た
。
正
直

に
言
う
と
、
戦
争
の
こ

と
を
教
え
る
の
は
、
難

し
く
大
変
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
現

在
教
師
を
し
て
い
る
人

の
中
で
戦
争
体
験
の
あ

る
人
は
お
ら
ず
、
私
た

ち
が
き
ち
ん
と
伝
え
て

い
か
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
思
い
ま
し
た
。

組
合
加
入
の
理
由

組
合
加
入
の
理
由

平
和
学
習
に
取
組
み
た
い

平
和
学
習
に
取
組
み
た
い

政
令
市
教
組
交
流
会

政
令
市
教
組
交
流
会

35
人
学
級
実
現 

福
岡

ガーベラガーベラ
だよりだより

25
％
得
票
で
議
席
６
割

市
会
議
員
削
減
を
強
行

維新のリアルとコモンの再生維新のリアルとコモンの再生
住民の参画に希望住民の参画に希望 大阪革新懇

住
民
自
治
を
後
退
さ
せ

る
。

〇
定
数
２
〜
３
の
選
挙

区
が
増
え
る
。
議
員
１

人
当
た
り
の
住
民
の
数

は
さ
ら
に
増
え
る
。

〇
首
長
と
議
会
の
二
元

代
表
制
の
形
骸
化
。
行

政
に
対
す
る
住
民
の
監

視
も
損
な
わ
れ
る
。
横

山
市
長
が
「
す
み
や
か

に
進
め
て
も
ら
い
た

い
」と
の
発
言
は
問
題
。

〇
２
０
２
５
年
国
勢
調

査
に
基
づ
く
定
数
検
討

の
全
会
派
合
意
を
反
故

に
す
る
も
の
。

〇
議
員
定
数
の
回
復
お

よ
び
多
様
な
住
民
の
声

が
反
映
さ
れ
る
大
阪
市

実
現
に
向
け
て
引
き
続

き
奮
闘
す
る
。

運
動
の
成
果
も
交
流
し

ま
し
た
。
次
回
は
12
月

に
北
九
州
市
で
行
わ
れ

ま
す
。小

学
校

教
科
書
採
択

　

子
ど
も
と
教
科
書
大

阪
ネ
ッ
ト
21
は
６
月
４

日
、
教
育
集
会
で
８
月

に
採
択
さ
れ
る
小
学
校

道
徳
、
社
会
科
教
科
書

の
問
題
点
を
指
摘
し
ま

し
た
。　

　

社
会
科
６
年
の
平
和

主
義
の
項
目
で
「
Ａ
社

は
ア
ジ
ア
に
大
き
な
損

害
を
与
え
た
こ
と
、
自

衛
隊
に
つ
い
て
両
論
を

記
述
。
Ｂ
社
は
自
衛
隊

の
役
割
重
要
と
書
く
が

災
害
救
助
し
か
書
い
て

い
な
い
。
Ｃ
社
は
自
衛

隊
の
国
外
で
の
活
動
を

書
い
て
い
る
」
な
ど
の

コ
メ
ン
ト
が
あ
り
ま
し

た
。
弁
護
士
グ
ル
ー
プ

は
、
道
徳
に
「
正
解
」

が
あ
る
こ
と
に
違
和

感
、
法
と
道
徳
の
区
別

が
で
き
て
い
な
い
と
指

摘
し
ま
し
た
。


